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「本物=本物 i +本物量」である。「本物 i J とはイデアとして、理想としてナック・レン・プラの頭の中に想定され





外からみれば、この「本物量」は暖昧な「本物」なのである。このようにナック・レン・プラの「本物」は「本物 i J 
と「本物量」から構成されているのである。
論文審査の結果の要旨
本論文は、タイ国における護符(プラ・クルアン)をめぐる文化的状況について、 3 年半の実地調査および文献調
査に基づいたオリジナルな人類学的研究である o 論文の焦点はナック・レン・プラーと呼ばれる護符コレクターの行
動にあてられ、彼らの間でいかにして護符の正当性および正統性が構築されていくかについて詳細な分析がなされた。
聖なる出自をもっ護符が、コレクターの市場に取り入れられる際、護符はその価値の源泉として聖性(聖化儀礼、効
能その他)だけでなく、「美しさ」その他の俗なる属性をも駆使して語られれるようになる。本論文は、護符の価値
の二つの源泉、聖なる性質と俗なる性質が、いかにして、じっさいに護符コレタターの間で活用されるのかについて
の、自身のフィールドデータに基づく撤密な考察である o 人類学理論という脈絡においても、贈与交換と市場交換の
ギャップを架橋する、すぐれた論考となっている。
以上により、本論文が、課程博士の論文として学位を授与するに十分であると判定した。
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